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平成 21年度 SGST第６回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 22年 2月 19日(金) 16：00～18：00 
場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス 2階多目的室  
出席者：後藤，永田（名工大），山田，伊藤，北根，石川（名大），清水（信州大），小塩（名城大），

鈴木（愛工大），中野（愛知県），加藤（海洋架橋）野田，納土（中日本HW.E），安藤（富士E），
原田（創建），加藤（中日本Ｃ），山田（サクラダ），山田，神頭，吉嶺（日車），織田，武藤，中

川，森田，坂部，松村（瀧上） 
26名(敬称略)   

2．定期研究会（北根担当幹事） 

講演者：16:00～17:30 貝沼重信氏（九州大学大学院 工学研究院建設デザイン部門（ 九州橋
梁構造工学研究会所属）） 
講演項目：「鋼道路橋における腐食損傷と防食技術の課題」 
 
講演内容 
講演「鋼道路橋における腐食損傷と防食技術の課題」： 
高度経済成時に建設された鋼橋において、老朽化の主要因である腐食による典型的な損傷事例

および損傷パターンをご紹介頂いた。また、腐食損傷を長期間放置したことで崩落に至った事例

について、崩落に至った原因、状況についてご説明頂いた。 
加えて、従来の防食対策の盲点ならびに致命的な損傷および典型的な損傷事例を、不適切な設

計・施工の視点にてご紹介頂き、これらの腐食損傷に対する現行の防食技術とその課題点につい

ても説明頂いた。 
本発表については参加者の関心も高く、活発な質疑応答が行われた。 

以上// 
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平成 22年 2 月 19 日 SGST 第 6 回定期研究会 

 

講演題目：「鋼道路橋における腐食損傷と防食技術の課題」 

 

講演者：九州大学大学院 工学研究院建設デザイン部門 准教授  

貝沼 重信 氏（九州橋梁構造工学研究会所属） 

 

講演要旨：  
高度経済成時に建設された鋼橋において、老朽化の主要因である腐食による典型的な

損傷が数多く報告されている。また、腐食損傷を長期間放置したことで致命的損傷や崩

落に至った事例も報告されている。 
今回は、腐食損傷による崩落事例を紹介する。また、致命的な損傷および典型的な損

傷事例を不適切な設計・施工の視点で主として紹介した上で、これらの腐食損傷に対す

る現行の防食技術とその課題点についても説明する。 
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